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おめでとうまずは１勝！
炎天下の紀三井寺、今年

も大勢の応援団に見守られ

ながら野球部が熱い闘いを

しています。初戦は新宮高

校。先制され苦しい試合で

したが見事な逆転勝利で３回戦に駒を進めまし

た。昨年聞くことのできなかった勝利の校歌が流

れ、スタンドでは涙ぐ

む保護者の方や、とび
きりの笑顔の の姿がOB

目立ち、もちろん海高

生の大きなお祝いの叫

び声が響いていました。

試合の２日前の開会式では、原谷主将が「野球

ができる幸せに感謝し、勇気や希望を与えられる

」 、ようなプレーを行います と

堂々とした選手宣誓を披露し

ました。さあ、次は２０日。
昨年辛酸をなめさせられた和

歌山東高校との対戦です。健

闘を祈ります。

火 ?やる気にさらに がついた
期末考査が終わった日の午

後、校内学校別説明会を行い

ました。地元和歌山大学をは

じめ関西大・立命館大・近畿

大・京産大・信愛大・関西医

療大・県高看・日赤看護・野
上厚生看護専門学校等、 の大学や専門学校の11

先生や入試担当者からお話

を伺いました。また就職希

望者には就職セミナーを開

催し、心構えについての講

義を行っていただきました。

心から健闘を祈ります
７月９日、全国大会に出

場する映画研究部、近畿大
会に出場する卓球部と水泳

部、関西大会に出場するテ

ニス部、そして最後の最後

に登場の野球部の壮行会が

行われました（陸上競技部

はすでに近畿大会が終了 。毎年多くの生徒が大）

舞台に立ち、活躍しています。この日、県大会で

悔しい思いをし、激励する側にまわってしまった

生徒たちも、心から健闘を祈っていました。１，
２年生たち、来年はもっともっと大勢で大舞台に

行きましょう。

?「Little Women」 って

同じく９日の放課後、恒例

の図書館行事が行われまし
た。毎回趣向を凝らしての名

行事。今回は「名作 カルtitle

タ」と称し、名作文学作品を

英語のタイトルで読み上げ、日本語のタイトルの

札を奪い合う知的ゲームで盛り上がりました。図

書委員が中心になって運営し、札の読み手や渋い

審判員も大活躍でした。

炎天下での中庭コンサート

の中庭コンサート軽音楽部

が、 日の両日、中庭（ﾊﾟ10,11

ｰﾑｶﾞｰﾃﾞﾝ）にて開催されまし

た。地味に練習を重ねてきた

成果が徐々に現れています。

も 月 日のコンク吹奏楽部 8 2

ールにむけての練習とともに、

野球応援や まつりへの参加JA
等々、体育会系ばりの活動を

続けています。

我が身を大切に、まわりも大切に

７月３日、静波会健全育成部の方々のご協力を

得て、遊歩道の交通指導を行いました。学生の通

学時間帯の遊歩道にはたくさんの自転車が走行

し、危険な場面も少なからずあり、地域の方から
指摘を受けることもあります。これからも定期的

。 、に指導を続けたく思います また

雨の日のかさ差し運転についても

当分は重点的に指導を続けますの

で、ご家庭でもご協力ください。

送迎の際の校内への自動車さらに、

は生徒の安全確保のための乗り入れ

禁止としています。身体的な事情

がない限り、乗降は校外でお願いします。また、

その際の で大変なご迷学校周辺の商店前への駐車
惑をかけている場合があります。十分お気をつけ

ください

100歳のお祝いに向けて

日の夜、 周年事業を終えた海南高校同窓12 90

会の役員会が行われました 「次は 周年記念。 100

行事に向けてや」と、盛り上がった夜でした。

http://www.kainan-h.wakayama-c.ed.jp

夏休み中の予定
＜７月＞

日 原付通学生徒安全教室20
日～ 面談、夏期補習開始22
･ 日 年教養理学科夏季課外授業（近大原研）25 26 1
日 大学見学会（大府大・関学大）26

＜８月＞
日 公務員模試1

日 夏季特設課外授業（ 年・ 他）5~7 SSH 1 JAXA
日 生徒研究発表会（横浜）6~8 SSH

日 登校日・平和学習（ ）9 海南市交流センター
日 夏季休業日14~16

日 年マーク模試・ ･ 年記述模試20 3 1 2
･ 日 夏季特設課外授業（ 年･ ）21 22 SSH 2 理化学研究所他
日 海南高校プール竣工式24


